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現
代
文
を
読
み
深
め
る
授
業
の
一
考
察 

―
補
助
的
な
文
章
の
活
用
を
通
し
て
― 

千
葉
県
立 

○
○
○
○ 

高
等
学
校 

○
○ 

○
○
（
国
語
） 

一 

は
じ
め
に 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
に
は
、
「
読
書
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
」
が
明
記
さ

れ
て
い
る
（
第
５
款
の
５
の
（
11
）
）
。
同
学
習
指
導
要
領
国
語
の
現
代
文
Ｂ
の
目
標

に
は
、
「
進
ん
で
読
書
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
の
向
上
を
図
り
人
生
を
豊
か
に
す

る
態
度
を
育
て
る
」
と
あ
り
、
同
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
に
は
、
「『
現
代
文
Ｂ
』

で
の
学
習
が
契
機
と
な
っ
て
、
生
徒
の
読
書
へ
の
興
味
・
関
心
が
広
げ
ら
れ
、
読
書
意

欲
が
十
分
に
喚
起
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
る
。
読
書
活
動
を
充
実

さ
せ
る
上
で
、
現
代
文
Ｂ
の
指
導
は
重
要
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。 

本
校
で
は
読
書
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
生
徒
は
一
定
数
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
生
徒
の
読
書
が
授
業
で
の
学
習
内
容
と
結
び
付
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

本
校
の
生
徒
は
真
面
目
に
授
業
に
取
り
組
む
が
、
現
代
文
Ｂ
の
授
業
で
は
、
授
業
者
の

一
方
向
的
な
説
明
だ
け
を
求
め
る
生
徒
の
姿
が
目
立
つ
。
授
業
で
説
明
し
た
内
容
は
理

解
で
き
て
い
る
が
、
興
味
を
持
っ
て
更
に
読
み
深
め
、
主
体
的
に
学
習
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
姿
勢
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
生
徒
は
、
授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章

を
理
解
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
で
、
授
業
を
契
機
に
読
書
を
し
て
み
よ
う
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。 

生
徒
の
読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
に
よ
り
深
く
文
章
を
読
ま
せ
、
文

章
に
興
味
・
関
心
を
抱
か
せ
、
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
生
徒
が
一
方
的
な
説
明
だ
け
を
求
め
る
姿
勢
で
あ
る
限
り
、

主
体
的
に
読
み
を
深
め
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
読
書
へ
向
か

お
う
と
す
る
こ
と
も
考
え
に
く
い
。
授
業
の
中
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
文
章
を
読
み
深

め
、
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
仕
掛
け
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
現
代
文
Ｂ
に
お
い
て
、
生
徒
が
文
章
を
主
体
的
に
読
み
深
め
る
授
業
の
手
法
を
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  

二 

研
究
仮
説 

（
一
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

 
 

研
究
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
国
語
の
授
業
と
生
徒
の
読
書
の
関
係
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。 

【
資
料
１
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
結
果 

                     

対
象 

第
三
学
年
（
百
七
十
八
名
） 

実
施
時
期 

平
成
二
十
六
年
十
一
月 

質
問
１ 

授
業
後
、
授
業
に
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
（
同
じ
作
者
、
同
じ
分

野
、
関
連
す
る
内
容
等
）
を
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
。 

① 

よ
く
思
う 

 
 
 

９
名 

 

② 

と
き
ど
き
思
う 

 
 

94
名 

③ 

あ
ま
り
思
わ
な
い 

53
名 

 

④ 

ま
っ
た
く
思
わ
な
い 

22
名 

 

質
問
２ 

 

（
１
）
質
問
１
で
①
又
は
②
を
選
ん
だ
人
は
、
実
際
に
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

 
 

① 

よ
く
あ
る 

 

３
名 

 

② 

と
き
ど
き
あ
る 

54
名 

③ 

あ
ま
り
な
い 

28
名 

 

④ 

ま
っ
た
く
な
い 

18
名 

（
２
）
③
又
は
④
を
選
ん
だ
人
は
、
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
自
由
記
述
） 

・
自
力
で
読
む
と
難
し
い
。 

・
気
に
な
る
け
ど
、
探
し
て
ま
で
読
も
う
と
は
思
わ
な
い
か
ら
。 

・
授
業
で
そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
読
み
た
い
と
思
う
が
、
家
で
読
み
た
い
と
ま
で
は
思
わ
な

い
。 

・
そ
の
時
は
読
み
た
い
と
思
う
が
時
間
も
な
く
、
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
覚
え
て
い
て
も
何

を
読
め
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。 
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（
二
）
分
析 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
【
資
料
１
】
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

質
問
１
で
は
、
授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章
に
関
係
す
る
文
章
や
資
料
等
を
読
み
た
い

と
回
答
し
た
生
徒
は
全
体
の
五
十
八
％
で
あ
る
。
生
徒
の
半
数
以
上
が
、
授
業
内
容
や

授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

質
問
２
で
は
、
実
際
に
授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章
に
関
わ
る
も
の
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
生
徒
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
者
全
体
の
三
十
二
％
と
、
一
定
数
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
授
業
で
興
味
を
持
っ
て
も
、
そ
の
後
進
ん
で
読
書
を
す

る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
生
徒
も
い
る
。
授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章
に
興
味
を
持
て
な

い
生
徒
も
含
め
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
章
に
つ
い
て
、
他

の
文
章
等
を
通
し
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

質
問
３
で
は
、
生
徒
の
五
十
二
％
は
自
ら
読
書
を
し
て
い
る
が
、
読
ん
で
い
る
本
は

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
等
が
多
く
、
娯
楽
と
し
て
楽
し
め
る
小
説
を
好
ん
で
読
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
る
。「
あ
ま
り
な
い
」「
ま
っ
た
く
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
の
中
に
は
、
読
書
を

す
る
意
欲
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
読
書
に
至
ら
な
い
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

生
徒
の
読
書
に
対
す
る
意
識
は
、
予
想
以
上
に
高
か
っ
た
。 

 
 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
生
徒
の
約
半
数
が
授
業
で
取
り
上
げ
た
文
章
に
興
味

を
持
ち
、
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
を
読
み
た
い
と
肯
定
的
に
感
じ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
実
際
に
そ
の
五
十
五
％
、
全
体
で
は
三
十
二
％
の
生
徒
が
、
授
業

で
取
り
上
げ
た
文
章
に
関
連
し
た
文
章
や
資
料
等
を
読
ん
で
お
り
、
読
書
に
結
び
つ
い

て
い
る
現
状
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
の
半
数
以
上
が
読
書
意
欲
を
持
っ
て

お
り
、
文
章
を
読
む
こ
と
に
抵
抗
の
な
い
生
徒
が
多
い
と
言
え
る
。 

 
 
 

（
三
）
仮
説 

 
 

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
本
校
生
徒
は
授
業
で
の
学
習
内
容
に
興
味
・
関
心
を

持
つ
生
徒
が
多
く
、
読
む
こ
と
に
も
抵
抗
が
あ
ま
り
な
い
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
主
体
的

に
文
章
を
読
み
深
め
、
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
仕
掛
け
と
し
て
、
授
業
で
取

り
上
げ
た
文
章
に
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
を
授
業
で
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

で
は
な
い
か
と
考
え
、
次
の
仮
説
を
立
て
た
。
な
お
本
論
で
は
便
宜
上
、
授
業
で
取
り

上
げ
た
教
科
書
の
文
章
を
「
教
材
」、
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
を
「
補
助
教
材
」

と
呼
ぶ
。 

      

三 

研
究
方
法 

 
 

教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
文
章
に
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
を
用
い
る
授
業

の
有
効
性
を
研
究
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
検
証
す
る
。 

        

 

質
問
３ 

（
１
）
授
業
以
外
で
、
自
ら
読
書
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

① 
よ
く
あ
る 

 

34
名 

 

② 

と
き
ど
き
あ
る 

58
名 

③ 

あ
ま
り
な
い 

39
名 

 

④ 

ま
っ
た
く
な
い 

47
名 

（
２
）
ど
の
よ
う
な
本
を
読
み
ま
す
か
。（
自
由
記
述
） 

・
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
。
ミ
ス
テ
リ
ー
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
ホ
ラ
ー
、
恋
愛
な
ど
の
小
説
。 

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
の
厚
い
本
な
ど
を
図
書
館
で
読
む
。
「
は
て
し
な
い
物
語
」
を
最
近
読
ん
で

い
る
。 

・
前
は
よ
く
読
ん
で
い
た
が
、
最
近
な
か
な
か
読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
読
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
る
。 

文
章
（
教
材
）
と
そ
の
文
章
に
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
（
補
助
教
材
）
を

読
ん
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
章
（
教
材
）
を
読
み
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。 

① 

補
助
教
材
を
用
い
る
こ
と
が
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を
検
証

す
る
。 

② 

評
論
文
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
教
材
と
同
じ
書
き
手
、
同
じ
内
容
の
文
章

を
補
助
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
読
み
が
深
ま
る
の
か
を
検
証
す
る
。 

③ 
小
説
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
教
材
と
関
係
の
深
い
文
章
を
補
助
教
材
と
し

て
用
い
る
こ
と
で
、
読
み
が
深
ま
る
の
か
を
検
証
す
る
。 

④ 

複
数
の
異
な
る
補
助
教
材
を
用
い
る
こ
と
で
、
読
み
が
深
ま
る
の
か
を
検
証
す

る
。 
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四 
授
業
実
施
計
画 

（
一
）
平
成
二
十
六
年
度 

三
年
生
「
現
代
文
Ｂ
」
三
単
位 

及
び
「
国
語
研
究
」（
学
校
設
定
科
目
）
三
単
位 
 

（
二
）
平
成
二
十
七
年
度 

二
年
生
「
現
代
文
Ｂ
」
三
単
位 

 

平
成
二
十
六
年 

十
月 

平
成
二
十
六
年 

九
月 

平
成
二
十
六
年 

 

六
月 

実
施
時
期 

授
業
実
践Ⅱ

(

国
語
研
究) 

「
書
き
手
の
考
え
方
を
理
解
し
よ
う
」 

教
材
「
読
者
の
誕
生
と
作
者
の
死
」 

授
業
実
践Ⅰ
（
現
代
文
Ｂ
） 

「
文
章
を
読
み
比
べ
て
考
え
を
深
め
よ

う
」 

教
材
「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
」 

予
備
実
践
（
国
語
研
究
） 

「
評
論
文
を
的
確
に
読
み
取
ろ
う
」 

教
材
「
『
貨
幣
』
の
本
質
、
『
愛
』
の
本

質
」 

単
元 

・
評
論
文
の
内
容
を
的
確
に
読
み
取
り
、
書

き
手
の
考
え
を
理
解
す
る
。 

  

・
文
章
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
深
め
る
。 

（
内
容
（
１
）
ウ
） 

・
評
論
文
の
内
容
を
的
確
に
読
み
取
る
。 

  

学
習
目
標 

・「
作
者
の
死
」
と
「
読
者
の
誕
生
」
を
文
章
に
即
し
て
読
み
取
り
、

書
き
手
の
主
張
を
ま
と
め
る
。 

・
同
じ
書
き
手
の
他
の
文
章
を
読
み
、
近
代
的
概
念
と
し
て
の
「
作

者
の
死
」
を
理
解
す
る
。 

・「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
表
題
を
参
考
に
、
書
き
手
の

主
張
を
ま
と
め
る
。 

・
同
じ
書
き
手
の
他
の
文
章
を
読
み
、「
ミ
ス
」
に
つ
い
て
、
自
分

と
書
き
手
の
考
え
を
比
較
し
て
感
想
を
書
く
。 

・
評
論
文
に
引
用
さ
れ
た
昔
話
「
瓶
の
妖
鬼
」
と
貨
幣
論
の
関
係

を
読
み
取
り
な
が
ら
、
書
き
手
の
主
張
を
ま
と
め
る
。 

・
引
用
さ
れ
た
昔
話
を
読
み
、
評
論
文
を
読
み
深
め
感
想
を
書
く
。 

学
習
活
動 

・
行
動
の
観
察 

 

・
記
述
の
分
析 

 

・
行
動
の
観
察 

 

・
記
述
の
分
析 

・
行
動
の
観
察 

 

・
記
述
の
分
析 

評
価
方
法 

平
成
二
十
七
年 

 

九
月 

平
成
二
十
七
年 

 

六
月 

実
施
時
期 

授
業
実
践Ⅳ

（
現
代
文
Ｂ
） 

「
評
論
文
を
読
ん
で
考
え
を
深
め
よ

う
」 

教
材
「『
ブ
ー
ボ
ー
』
と
『
マ
ン
マ
』
の

記
号
論
」 

授
業
実
践Ⅲ

（
現
代
文
Ｂ
） 

「
小
説
を
読
み
深
め
よ
う
」 

教
材
「
山
月
記
」 

単
元 

・
文
章
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
深
め
る
。 

（
内
容
（
１
）
ウ
） 

 

・
文
章
を
読
ん
で
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
、

表
現
を
味
わ
う
。 

（
内
容
（
１
）
イ
） 

学
習
目
標 

・「
記
号
論
」
に
つ
い
て
文
章
に
即
し
て
読
み
取
り
、
書
き
手
の
主

張
を
ま
と
め
る
。 

・
関
連
す
る
他
の
文
章
を
読
み
、「
記
号
論
」
の
具
体
例
を
知
り
、

感
想
を
書
く
。 

・「
山
月
記
」
を
読
み
、
登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
を
読
み
取
る
。 

・「
人
虎
伝
」
を
読
み
、
「
山
月
記
」
と
の
違
い
か
ら
書
き
手
の
意

図
を
理
解
す
る
。 

 

学
習
活
動 

・
行
動
の
観
察 

 

・
記
述
の
分
析 

・
行
動
の
観
察 

・
記
述
の
分
析 

評
価
方
法 
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五 
授
業
実
践 

（
一
）
予
備
実
践 

〈
実
施
時
期
・
対
象
〉
平
成
二
十
六
年
六
月
・
三
年
生 

 

 

〈
単
元
〉
国
語
研
究 

評
論
文
を
的
確
に
読
み
取
ろ
う 

〈
教
材
〉
「
『
貨
幣
』
の
本
質
、『
愛
』
の
本
質
」（
岩
井
克
人
） 

 

〈
補
助
教
材
〉「
瓶
の
妖
鬼
」 

 

ア 

ね
ら
い 

 
 
 

評
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
評
論
文
の
内
容
を
理
解

さ
せ
る
。 

  

イ 

授
業
展
開
と
指
導
上
の
留
意
点 

（
ア
）
教
材
の
文
章
に
引
用
さ
れ
た
昔
話
と
貨
幣
論
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
論

理
の
展
開
に
沿
っ
て
書
き
手
の
主
張
を
読
み
取
ら
せ
る
。 

 

昔
話
「
瓶
の
妖
鬼
」
と
貨
幣
論
と
の
関
係
に
着
目
す
る
よ
う
指
示
す
る
。 

（
イ
）
「
瓶
の
妖
鬼
」
（
補
助
教
材
）
を
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
も
の
を
読
ま
せ
、
教
材

の
感
想
を
書
か
せ
る
。 

 

書
き
手
の
主
張
を
踏
ま
え
た
上
で
、
教
材
の
文
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
昔
話

を
読
む
よ
う
促
す
。 

 

＊ 

補
助
教
材
を
選
ん
だ
理
由
は
、
教
材
の
文
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
で
あ

り
、
教
材
の
文
章
の
内
容
を
的
確
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
。 

【
資
料
２
】
生
徒
の
記
述
抜
粋 

      

ウ 

考
察
と
反
省 

 
 
 

本
校
生
徒
は
、
評
論
文
に
対
し
て
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
評
論
文

を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
苦
手
意
識
を
持
た
せ
ず
、
興
味
・
関
心
を
喚
起

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

本
実
践
で
取
り
上
げ
た
教
材
は
昔
話
が
引
用
さ
れ
、
読
み
手
が
内
容
を
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
授
業
に
お
い
て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
昔
話
「
瓶
の

妖
鬼
」
の
一
部
を
抜
粋
し
、
生
徒
に
読
ま
せ
た
。
す
る
と
生
徒
は
興
味
深
く
「
瓶
の

妖
鬼
」
を
読
み
、
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
は
、
生
徒
は
「
不
思
議
な
話
だ
」
「
確
か
に

貨
幣
論
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
「
昔
話
な
の
に
す
ご
い
」
と
い
っ
た
感
想
を

述
べ
た
。 

 
 
 

生
徒
に
と
っ
て
苦
手
な
評
論
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
生
徒
が
こ
の

教
材
に
関
心
を
持
ち
、
内
容
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章

を
補
助
教
材
と
し
て
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
評
論
文
へ
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
さ
せ
る

と
と
も
に
、
引
用
部
分
の
内
容
を
よ
り
よ
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
評
論
文
の
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。 

 
 
 

予
備
実
践
は
、
生
徒
に
教
材
の
文
章
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
授

業
で
あ
る
が
、
生
徒
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
文
章
を
補
助
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
は
、
教
材
の
文
章
を
読
み
取
ら
せ
る
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
単

元
に
合
わ
せ
て
有
効
な
補
助
教
材
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
文
章
を

読
み
深
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 
 
 

こ
の
後
の
授
業
実
践
で
は
、
補
助
教
材
を
活
用
し
て
教
材
を
読
み
深
め
る
授
業
を

検
証
し
、
読
み
を
深
め
る
こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的
・
発
展
的
に
考
え
を
深
め
た
り

広
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

（
二
）
授
業
実
践Ⅰ

 

〈
実
施
時
期
・
対
象
〉
平
成
二
十
六
年
九
月
・
三
年
生 

二
ク
ラ
ス 

 
〈
単
元
〉
現
代
文
Ｂ 

文
章
を
読
み
比
べ
て
考
え
を
深
め
よ
う 

〈
教
材
〉
「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
」（
羽
生
善
治
） 

〈
補
助
教
材
〉「
大
局
観
―
自
分
と
戦
っ
て
負
け
な
い
心
」（
羽
生
善
治
） 

 

ア 

ね
ら
い 

① 

私
は
評
論
文
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
話
は
物
語
が
あ
っ
て
分
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
。 

② 

授
業
で
「
瓶
の
妖
鬼
」
を
少
し
だ
け
読
ん
だ
が
、
ま
っ
た
く
時
代
も
関
係
な
い
の
に
内
容
が
あ

っ
て
い
て
不
思
議
に
思
っ
た
。 

③ 

「
瓶
の
妖
鬼
」
を
ぜ
ん
ぶ
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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文
章
を
読
み
比
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
章
の
読
み
を
深
化
さ
せ
、
考
え
を
深
め
せ

る
。 

  

イ 

授
業
展
開
と
指
導
上
の
留
意
点 

（
ア
）
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
評
論
文
を
読
ま
せ
、
書
き
手
の
主
張
を
捉
え
て
ま
と

め
さ
せ
る
。 

書
き
手
に
つ
い
て
授
業
者
が
説
明
す
る
。
「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う

表
題
を
参
考
に
し
て
主
張
を
考
え
る
よ
う
指
示
す
る
。 

（
イ
）
書
き
手
の
主
張
を
踏
ま
え
て
「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
題
で
自

分
の
考
え
を
書
か
せ
る
。 

（
ウ
）
そ
の
文
章
を
四
名
の
班
で
回
覧
し
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
。 

（
エ
）『
大
局
観
―
自
分
と
戦
っ
て
負
け
な
い
心
』（
羽
生
善
治
、
角
川
書
店
、
平
成
二

十
三
年
二
月
）
よ
り
「
ミ
ス
に
つ
い
て
」
（
抜
粋
）
を
読
ま
せ
、
改
め
て
「
ミ
ス

は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
題
で
、
書
き
手
と
自
分
の
ミ
ス
の
捉
え
方
の
違

い
を
明
確
に
し
な
が
ら
作
文
を
書
か
せ
る
。 

 

＊ 

補
助
教
材
を
選
ん
だ
理
由
は
、
同
じ
書
き
手
が
、
同
一
の
内
容
を
具
体
的
に
記

し
た
文
章
で
あ
り
、
評
論
文
を
深
く
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
。 

 

【
資
料
３
】
一
回
目
の
作
文 

    

【
資
料
４
】
二
回
目
の
作
文 

  
 

   

 

ウ 

考
察
と
反
省 

 
 
 

導
入
で
は
、
「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
生
徒
に
意

見
を
出
さ
せ
た
。
こ
の
場
面
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
人
間
だ
か
ら
ミ
ス
を
す

る
」
「
ミ
ス
が
あ
る
か
ら
成
長
で
き
る
」
と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
文
章
を
読

ま
せ
る
前
に
、
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の
羽
生
善
治
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
書
き
手
の
立

場
を
踏
ま
え
て
書
き
手
の
考
え
方
を
読
み
取
る
よ
う
指
示
し
た
。 

 
 
 

生
徒
に
教
材
の
文
章
の
内
容
を
把
握
さ
せ
た
後
、「
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
」

と
い
う
題
で
作
文
を
書
か
せ
た
。
生
徒
は
、
将
棋
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
で
、
勝
敗

が
明
確
に
決
ま
る
特
殊
な
場
面
に
お
け
る
プ
ロ
棋
士
に
と
っ
て
の
ミ
ス
に
対
す
る

考
え
方
が
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
作

文
の
内
容
は
、
生
徒
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
失
敗
談
な
ど
、
高
校
生
と
し
て
の
視
点
を

抜
け
出
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
【
資
料
３
】
。 

そ
こ
で
、
生
徒
に
書
か
せ
た
作
文
を
生
徒
間
で
回
覧
さ
せ
、
生
徒
の
書
い
た
ミ
ス

と
評
論
文
に
書
か
れ
て
い
る
ミ
ス
の
違
い
を
確
認
さ
せ
て
か
ら
、
補
助
教
材
を
読
ま

せ
た
。
そ
の
後
「
ミ
ス
を
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う
点
に
着
目
さ
せ
、
自
分

と
書
き
手
の
ミ
ス
に
対
す
る
考
え
の
違
い
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
作
文
を
書
き
直

さ
せ
た
。
す
る
と
、
書
き
手
の
、
ミ
ス
を
し
た
ら
す
ぐ
に
忘
れ
る
と
い
う
精
神
力
の

強
さ
と
、
そ
の
場
の
勝
負
を
諦
め
な
い
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
補
助
教

材
に
は
、
将
棋
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例
と
、
書
き
手
の
ミ
ス
に
対
す
る
考
え
方
や

対
策
が
明
確
に
書
か
れ
て
お
り
、
生
徒
は
、
そ
の
記
述
に
気
付
き
、
主
体
的
に
教
材

の
文
章
を
読
み
直
し
て
い
た
。 

二
回
目
の
作
文
に
は
、
書
き
手
の
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の
強
さ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

自
分
の
弱
さ
や
成
長
を
望
む
気
持
ち
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
。
二
回
目
の
作
文
か
ら
、

文
章
の
読
み
取
り
が
よ
り
的
確
に
な
り
、
文
章
を
踏
ま
え
た
上
で
自
分
の
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
【
資
料
４
】
。
生
徒
は
、
補
助
教
材
を
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
材
の
文
章
に
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、

文
章
の
内
容
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。
教
材
に
取
り
上
げ
た
文
章
の
読
み

が
深
ま
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 

し
か
し
、
教
材
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
た
、
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
、
実
戦
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
局
面
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
、
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
言
及
し
た

生
徒
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
生
徒
が
補
助
教
材
の
内
容
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

① 

や
っ
ぱ
り
ミ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
て

も
、
常
に
冷
静
で
い
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
す
。 

② 

ミ
ス
を
す
る
と
必
ず
後
悔
す
る
。
で
も
ミ
ス
か
ら
学
び
、
人
は
成
長
す
る
の
だ
と
思
う
。 

① 

羽
生
さ
ん
は
あ
き
ら
め
る
か
忘
れ
る
、
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
難
し
い
こ
と
を
平
気

で
で
き
る
か
ら
こ
そ
プ
ロ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

② 

僕
は
羽
生
さ
ん
の
よ
う
に
「
忘
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
そ
の
ミ
ス
に
つ
い
て
は
考
え
な
い
、
し

か
し
心
の
ど
こ
か
に
と
ど
め
て
お
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 
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と
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
補
助
教
材
の
内
容
次
第
で
生
徒
の
視
点
を
制
限
し
て

し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

（
三
）
授
業
実
践Ⅱ

 

〈
実
施
時
期
・
対
象
〉
平
成
二
十
六
年
十
月
・
三
年
生 

 

〈
単
元
〉
国
語
研
究 

書
き
手
の
考
え
方
を
理
解
し
よ
う 

〈
教
材
〉
「
読
者
の
誕
生
と
作
者
の
死
」
（
内
田
樹
） 

〈
補
助
教
材
〉
「
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
」（
内
田
樹
） 

 

ア 

ね
ら
い 

 
 
 

文
章
を
読
み
比
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
読
み
を
深
化
さ
せ
、
文
章
を
的
確
に
理
解
さ

せ
る
。 

  

イ 

授
業
展
開
と
指
導
上
の
留
意
点 

（
ア
）
論
理
の
展
開
に
沿
っ
て
書
き
手
の
主
張
を
読
み
取
ら
せ
る
。 

書
き
手
に
つ
い
て
授
業
者
が
説
明
す
る
。
一
つ
一
つ
の
語
句
の
概
念
を
丁
寧

に
理
解
す
る
よ
う
促
す
。 

（
イ
）
『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
（
内
田
樹
、
文
藝
春
秋
、
平
成
十
四
年
六
月
）

よ
り
教
科
書
掲
載
箇
所
の
前
後
を
抜
粋
し
た
も
の
を
読
ま
せ
、
文
章
で
用
い
ら
れ

る
「
作
者
」「
読
者
」
「
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
理
解
さ
せ
る
。 

 
 

 
 

必
要
に
応
じ
て
補
助
教
材
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。 

（
ウ
）
内
容
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
①
「
読
者
と
作
者
の
関
係
」
②
「
コ
ピ
ー
ラ

イ
ト
の
問
題
点
」
の
ど
ち
ら
か
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
書
か
せ
る
。 

 
 

 

①
は
抽
象
的
な
概
念
、
②
は
現
代
社
会
の
具
体
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

興
味
の
あ
る
方
を
書
く
よ
う
に
伝
え
る
。 

（
エ
）
他
者
の
作
文
を
読
ま
せ
、
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
か
せ
る
。 

 
 

 

生
徒
の
作
文
の
中
か
ら
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
や
鋭
い
指

摘
を
し
て
い
る
も
の
を
選
び
、
印
刷
し
て
生
徒
に
配
付
す
る
。 

 

＊ 

補
助
教
材
を
選
ん
だ
理
由
は
、
教
材
の
文
章
の
前
後
の
文
章
で
あ
る
の
で
、
教

材
の
文
章
を
理
解
さ
せ
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
。 

【
資
料
５
】
最
初
の
作
文 

        

【
資
料
６
】
生
徒
作
品
を
読
ん
だ
後
の
ま
と
め
（【
資
料
５
】
と
は
別
の
生
徒
） 

      

ウ 

考
察
と
反
省 

 
 
 

導
入
と
し
て
教
材
の
表
題
「
読
者
の
誕
生
と
作
者
の
死
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。

「
読
者
の
誕
生
」
に
つ
い
て
は
何
と
な
く
想
像
で
き
る
生
徒
も
い
た
が
、
「
作
者
の

死
」
に
つ
い
て
は
見
当
も
つ
か
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
教
材
は
、
文
体
は

平
易
だ
が
、
内
容
は
生
徒
に
と
っ
て
非
常
に
難
解
で
あ
っ
た
た
め
、
補
助
教
材
に
つ

い
て
は
教
材
の
内
容
の
理
解
に
つ
な
げ
る
た
め
の
資
料
と
し
て
扱
っ
た
。
解
説
も
加

え
な
が
ら
授
業
を
展
開
し
た
た
め
、
補
助
教
材
を
読
ん
だ
後
の
方
が
、
よ
り
的
確
に

内
容
が
理
解
で
き
た
。
補
助
教
材
に
は
「
テ
ク
ス
ト
」
の
詳
細
な
説
明
や
具
体
例
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
結
果
「
作
者
の
死
」
の
概
念
を
多
く
の
生
徒
が
理
解
で
き
た
。【
資

料
５
】
は
、
補
助
教
材
を
読
み
取
っ
た
結
果
、
文
章
の
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
で
き

て
い
た
例
で
あ
る
。
補
助
教
材
活
用
の
効
果
が
確
認
で
き
る
。 

し
か
し
、
文
章
に
書
か
れ
た
概
念
に
つ
い
て
理
解
が
で
き
ず
、
生
活
の
中
で
の
具

体
的
な
事
柄
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
も
い
た
。
他
の
生
徒
の
作
文

を
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
な
ど
、
理

解
を
示
し
た
【
資
料
６
】
。
授
業
実
践Ⅰ

で
は
作
文
の
題
を
限
定
し
て
書
か
せ
た
た

① 

作
者
が
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
く
て
、
そ
れ
を
読
者
が
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
を

し
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
作
者
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
そ
れ
を
ま
た
書
い
た
ら
、
読
者
と
作

者
に
循
環
が
で
る
。
文
学
と
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。 

② 

私
は
こ
の
「
読
者
の
誕
生
と
作
者
の
死
」
と
い
う
題
名
を
見
て
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
よ
く

分
か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
ネ
ッ
ト
の
例
の
と
こ
ろ
を
読
ん
で
よ
く
理
解
で
き
た
。 

① 

伝
わ
ら
な
い
か
ら
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
い
な
い
こ
と
が
伝
わ
っ
て
、
批
評
家
た
ち
の
考
え
が
広

が
り
、
読
み
手
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
読
み
が
で
き
、
そ
れ
が
そ
の
作
品
に
味
や
深
み
を
出
す

の
で
は
な
い
か
。
読
む
人
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
が
ま
っ
た
く
違
う
方
が
、
感
想
を
言
い
合
う
上

で
お
も
し
ろ
く
、
ま
た
新
た
な
扉
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ
う
。 

② 

例
え
ば
、
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
動
画
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
る
と
、
動
画
に
よ

っ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
本
人
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
、

他
者
に
よ
っ
て
無
断
転
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。 
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め
、
生
徒
の
視
点
を
制
限
し
て
し
ま
っ
た
が
、
授
業
実
践Ⅱ

で
は
作
文
の
題
を
生
徒

に
選
ば
せ
る
こ
と
で
、
読
み
の
深
ま
り
や
広
が
り
も
生
ま
れ
た
。 

補
助
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
読
み
が
深
ま
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
読
み

の
深
ま
り
が
見
ら
れ
た
生
徒
の
作
品
を
、
生
徒
同
士
で
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
学
習
集

団
全
体
と
し
て
の
読
み
の
広
が
り
も
あ
っ
た
。 

 

（
四
）
授
業
実
践Ⅲ

 

〈
実
施
時
期
・
対
象
〉
平
成
二
十
七
年
六
月
・
二
年
生 

 

〈
単
元
〉
現
代
文
Ｂ 

小
説
を
読
み
深
め
よ
う 

〈
教
材
〉
「
山
月
記
」
（
中
島
敦
） 

〈
補
助
教
材
〉
「
人
虎
伝
」 

 

ア 

ね
ら
い 

 
 
 

文
章
を
読
み
比
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
読
み
を
深
化
さ
せ
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え

さ
せ
る
。 

  

イ 

授
業
展
開
と
指
導
上
の
留
意
点 

（
ア
）
登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
の
展
開
に
注
意
し
な
が
ら
文
章
を
通
読
さ
せ
、
感
想

を
書
か
せ
る
。 

 
 

 
 

語
句
の
意
味
を
確
認
し
な
が
ら
読
む
よ
う
指
示
す
る
。 

（
イ
）「
人
虎
伝
」
の
現
代
語
訳
と
「
山
月
記
」
を
班
に
分
か
れ
て
読
み
比
べ
さ
せ
る
。 

 
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
を
見
付
け
る
よ
う
指
示
す
る
。 

（
ウ
）
班
ご
と
に
読
み
比
べ
て
相
違
点
と
考
え
た
こ
と
を
「
読
み
比
べ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」

【
資
料
７
】
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
。 

 

読
み
深
め
る
の
は
「
山
月
記
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
各
班
を
巡
回
し
な

が
ら
適
宜
助
言
す
る
。 

（
エ
）
読
み
比
べ
た
感
想
を
書
か
せ
る
。 

 
 

 
 

＊ 

補
助
教
材
を
選
ん
だ
理
由
は
、
「
山
月
記
」
（
教
材
）
が
「
人
虎
伝
」
（
補
助
教

材
）
を
も
と
に
書
か
れ
た
小
説
な
の
で
、「
山
月
記
」（
教
材
）
の
書
き
手
の
意
図

を
捉
え
さ
せ
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
。 

【
資
料
７
】
読
み
比
べ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 
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【
資
料
８
】
班
学
習
の
様
子 

 
 
 
 
 

【
資
料
９
】
発
表
の
様
子 

             

【
資
料
10
】
生
徒
の
記
述
抜
粋 

                

 

ウ 

考
察
と
反
省 

 
 
 

導
入
で
は
、
通
読
し
て
か
ら
感
想
を
書
か
せ
た
。
感
想
に
は
、
「
①
お
も
し
ろ
い

（
好
き
な
）
話
か
、
お
も
し
ろ
く
な
い
（
好
き
で
は
な
い
）
話
か
」
「
②
疑
問
に
思

っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
書
か
せ
た
。
①
は
、
ほ
ぼ
半
々
に
別
れ
た
。
②
は
、
な
ぜ
虎

に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
多
か
っ
た
。
授
業
は
、
生
徒
の
疑
問
や
考
え
に
沿
う

形
で
展
開
し
、
生
徒
が
関
心
を
も
っ
て
授
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。
特

に
「
山
月
記
」
は
、
生
徒
に
と
っ
て
難
解
な
語
句
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、

導
入
段
階
で
は
学
習
意
欲
の
喚
起
に
力
を
入
れ
た
。
な
お
①
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

生
徒
か
ら
授
業
を
通
し
て
面
白
く
な
っ
た
と
い
う
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 

授
業
で
は
、
時
代
背
景
、
人
間
関
係
、
登
場
人
物
の
心
情
、
情
景
描
写
の
意
味
等

を
確
認
し
な
が
ら
文
章
を
読
み
取
ら
せ
た
。
生
徒
は
物
語
の
流
れ
は
理
解
で
き
て
い

た
が
、
李
徴
の
長
い
独
白
や
、
袁
傪
の
態
度
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。 

 
 
 

「
人
虎
伝
」
を
も
と
に
し
て
「
山
月
記
」
が
書
か
れ
た
こ
と
を
説
明
し
、
班
を
作

ら
せ
て
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
を
読
み
比
べ
さ
せ
た
。
特
に
留
意
し
た
の
は
、

「
山
月
記
」
の
読
み
を
深
め
る
こ
と
が
学
習
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
人
虎
伝
」
を
読
み
取
る
こ
と
に
集
中
し
て
し
ま
う
と
、
学
習
の
意
味
が
曖
昧
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
読
み
比
べ
の
視
点
を
三
つ
に
分
け
た
。

①
李
徴
、
②
袁
傪
、
③
プ
ロ
ッ
ト
（
話
の
順
序
）
で
あ
る
【
資
料
７
】
。
班
の
中
で

役
割
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
立
っ
て
読
み
比
べ
さ
せ
た
【
資
料
８
】
。「
山

月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
違
い
か
ら
、
「
山
月
記
」
の
特
徴
や
書
き
手
の
意
図
を
話

し
合
い
な
が
ら
考
え
さ
せ
、
班
で
意
見
を
ま
と
め
た
後
に
、
ク
ラ
ス
で
発
表
を
さ
せ

た
【
資
料
９
】。 

 
 
 

成
果
と
し
て
は
、
「
山
月
記
」
を
よ
り
理
解
で
き
た
、
読
み
が
深
ま
っ
た
と
い
う

意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
基
本
的
な
人
物
関
係
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
も
の
か
ら
、
李
徴
が
詩
や
自
意
識
に
過
剰
に
執
着
す
る
様
子
を
読
み
取
れ
た
も
の
、

さ
ら
に
は
情
景
描
写
や
プ
ロ
ッ
ト
の
違
い
か
ら
李
徴
の
心
情
描
写
を
重
視
す
る
書

き
手
の
意
図
に
気
付
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
発
表
を
通
し
て
他
者
の
考
え
を

聞
く
こ
と
で
読
み
が
一
層
深
ま
っ
た
と
い
う
生
徒
も
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
補

助
教
材
を
通
し
て
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
文
章
の
読
み
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
【
資
料
10
】。 

 

① 

班
で
人
虎
伝
を
読
ん
で
、
李
徴
と
袁
傪
の
関
係
が
微
妙
に
違
っ
て
て
、
二
人
の
様
子
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

② 

最
後
に
読
み
比
べ
を
し
た
と
き
、
山
月
記
の
方
が
詳
し
く
書
か
れ
て
て
、
李
徴
の
心
情
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
し
た
。 

③ 

人
虎
伝
と
読
み
比
べ
て
、
さ
ら
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
徴
や
話
の
流
れ
方
に
つ
い
て
わ
か
っ

て
、
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
。
今
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、
雰
囲
気
が
浮
か

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。 

④ 

最
初
、
山
月
記
を
読
ん
だ
時
、
難
し
い
漢
字
ば
か
り
だ
し
物
語
は
長
い
し
、
正
直
つ
ま
ら
な
い

と
思
っ
て
た
け
ど
、
内
容
を
理
解
し
て
い
く
う
ち
に
、
山
月
記
の
不
思
議
な
内
容
を
す
ご
く
お

も
し
ろ
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
人
虎
伝
と
読
み
比
べ
た
時
は
お
も
し
ろ
さ
が
二
倍
に
な

っ
た
気
が
し
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！ 

⑤ 

一
番
最
後
の
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
の
違
い
を
ま
と
め
て
発
表
し
合
っ
た
授
業
で
班
の
そ

れ
ぞ
れ
の
色
が
出
た
意
見
を
聞
い
て
、
ま
た
理
解
が
深
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。 
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（
五
）
授
業
実
践Ⅳ

 
〈
実
施
時
期
・
対
象
〉
平
成
二
十
七
年
九
月
・
二
年
生 

 

〈
単
元
〉
現
代
文
Ｂ 

評
論
文
を
読
ん
で
考
え
を
深
め
よ
う 

〈
教
材
〉
「『
ブ
ー
ボ
ー
』
と
『
マ
ン
マ
』
の
記
号
論
」（
池
上
嘉
彦
） 

〈
補
助
教
材
〉
「
ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば 

こ
と
ば
の
ふ
し
ぎ
」（
池
上
嘉
彦
） 

「
日
本
語
と
外
国
語
」（
鈴
木
孝
夫
）「
漢
字
と
日
本
人
」
（
高
島
俊
男
） 

ア 

ね
ら
い 

 
 
 

書
か
れ
て
い
る
内
容
が
関
係
し
て
い
る
複
数
の
文
章
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
考
え

を
深
め
さ
せ
る
。 

  

イ 

授
業
展
開
と
指
導
上
の
留
意
点 

（
ア
）
論
理
の
展
開
に
沿
っ
て
書
き
手
の
主
張
を
読
み
取
ら
せ
る
。 

 
 

 
 

生
徒
が
読
み
取
り
に
く
い
部
分
は
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。 

（
イ
）
班
を
七
班
作
ら
せ
、
班
ご
と
に
具
体
的
な
事
例
や
話
題
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

る
文
章
を
読
ま
せ
る
。 

『
ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば 

こ
と
ば
の
ふ
し
ぎ
』
（
池
上
嘉
彦
、
筑
摩
書
房
、
昭
和

六
十
二
年
五
月
）
、
『
日
本
語
と
外
国
語
』
（
鈴
木
孝
夫
、
岩
波
書
店
、
平
成
二
年

一
月
）
、
『
漢
字
と
日
本
人
』
（
高
島
俊
男
、
文
藝
春
秋
、
平
成
十
三
年
十
月
）
か

ら
抜
粋
し
た
七
種
類
の
文
章
を
、
各
班
に
一
種
類
ず
つ
配
付
す
る
。 

 

（
ウ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
異
な
る
内
容
の
文
章
を
読
ま
せ
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
ク

ラ
ス
で
発
表
さ
せ
る
。
聞
き
手
に
は
メ
モ
を
取
ら
せ
る
。 

 
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
別
々
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
ク
ラ
ス
で
の

発
表
で
、
他
の
班
に
内
容
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
注
意
を
促
す
。 

 

（
エ
）「
『
ブ
ー
ボ
ー
』
と
『
マ
ン
マ
』
の
記
号
論
」
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
や
気
付
い

た
こ
と
を
書
か
せ
る
。 

 

＊ 

補
助
教
材
を
選
ん
だ
理
由
は
、
具
体
的
な
話
題
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
教
材
の

文
章
を
読
み
取
ら
せ
る
上
で
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
、
複
数

の
補
助
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
教
材
の
文
章
を
読
み
深
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
た
め
。 

 

【
資
料
11
】
発
表
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 
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【
資
料
12
】
感
想
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

                              

 

ウ 

考
察
と
反
省 

 
 
 

授
業
実
践Ⅳ

は
、
評
論
文
を
教
材
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
ま
と
め
と
し
て
行

っ
た
。「
同
一
の
書
き
手
の
文
章
を
扱
う
こ
と
」「
別
々
の
書
き
手
が
同
じ
内
容
に
つ

い
て
書
い
た
文
章
を
扱
う
こ
と
」
「
班
学
習
を
取
り
入
れ
、
生
徒
同
士
で
交
流
す
る

こ
と
」
の
三
点
を
踏
ま
え
て
の
授
業
で
あ
る
。 

 
 
 

「『
ブ
ー
ボ
ー
』
と
『
マ
ン
マ
』
の
記
号
論
」
は
難
解
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持

つ
生
徒
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
ず
は
内
容
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、
様
々
な
具
体
例
を

示
し
な
が
ら
説
明
し
、
記
号
論
が
生
活
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
事
柄
を
生
徒
に
考
え
さ

せ
な
が
ら
、
丁
寧
に
通
読
さ
せ
た
。 

 
 
 

記
号
論
の
抽
象
的
な
内
容
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
を

知
る
こ
と
が
、
内
容
を
深
く
理
解
し
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
、
関
係

す
る
複
数
の
文
章
を
読
ま
せ
た
。
生
徒
に
複
数
の
異
な
る
補
助
教
材
を
読
ま
せ
る
こ

と
で
、
様
々
な
考
え
を
持
た
せ
た
か
っ
た
の
で
、
班
ご
と
に
異
な
る
補
助
教
材
を
配

付
し
、
読
み
取
っ
た
内
容
を
各
班
に
発
表
さ
せ
た
。
発
表
の
際
に
は
、
他
の
班
が
知

ら
な
い
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
、
班
の
中
で
係

分
担
を
決
め
さ
せ
た
。
係
は
、
ま
と
め
役
の
班
長
、
発
表
係
、
板
書
係
、
発
表
原
稿

作
成
係
で
あ
る
。
係
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
で
班
学
習
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
た
。 

 
 
 

班
活
動
は
、
配
付
さ
れ
た
補
助
教
材
を
読
み
取
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
班
に
よ
っ

て
は
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
文
章
も
あ
っ
た
の
で
、
適
宜
助
言
し
た
。
生
徒
は
、

補
助
教
材
の
内
容
に
興
味
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
文
化
に
よ
っ
て
太
陽
の
捉
え

方
が
異
な
り
、
そ
れ
が
商
売
に
も
影
響
す
る
と
い
う
内
容
や
、
日
本
語
の
兄
弟
と
英

語
の
ブ
ラ
ザ
ー
で
は
世
界
の
見
方
が
違
う
の
だ
と
い
う
内
容
、
英
語
の
オ
レ
ン
ジ
で

は
日
本
語
で
は
茶
色
の
よ
う
な
も
の
も
指
し
て
い
る
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
で
あ

る
。
生
徒
は
意
欲
的
に
発
表
の
内
容
を
「
発
表
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
ま
と
め
て
い
た

【
資
料
11
】。 

 
 
 

発
表
の
際
に
は
、
班
ご
と
に
内
容
が
異
な
る
の
で
、
生
徒
は
興
味
深
く
発
表
を
聞

い
て
い
た
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
生
徒
も
多
く
い
た
。
発
表
後
に
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
た
文
章
を
書
か
せ
た
が
、
難
解
な
記
号
論
に
つ
い
て
、
生
徒
が
主
体
的
に
具
体

例
を
考
え
、
記
号
論
が
人
間
の
生
活
や
も
の
の
考
え
方
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の

だ
と
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
文
章
の
読
み
が
深
ま
り
、
発
展
的
な
学
習

が
で
き
た
と
言
え
る
。 



国－2－11 

 
 
 

抽
象
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
た
め
、
生
徒

が
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
複
数
の
補
助

教
材
を
用
い
て
班
学
習
に
よ
る
生
徒
同
士
の
読
み
の
交
流
を
行
っ
た
こ
と
で
、
興
味

を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
て
い
た
。
ま
た
、【
資
料
12
】
の
生
徒
の
感
想
に
は
「
評

論
文
（
が
）
す
ご
く
苦
手
だ
っ
た
の
に
自
ら
文
（
章
）
を
読
ん
で
解
決
し
て
、
友
達

と
相
談
し
て
発
表
を
聞
い
て
、
短
時
間
で
も
の
す
ご
く
成
長
し
た
様
な
気
が
し
ま
す
」

と
あ
る
。
生
徒
自
身
が
、
学
習
の
達
成
感
や
読
む
力
の
向
上
を
実
感
で
き
て
い
る
と

言
え
る
。 

 

六 

ま
と
め 

（
一
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

【
資
料
13
】
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
と
結
果 

                   

【
資
料
14
】
自
由
記
述
一
例 

                   

（
二
）
仮
説
の
検
証 

 
 

生
徒
が
現
代
文
を
読
み
深
め
る
授
業
と
し
て
、
補
助
教
材
の
活
用
が
有
効
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
仮
説
を
検
証
す
る
。 

      
 

授
業
実
践
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
【
資
料
13
】
を
行
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
【
資
料
１
】
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
調
査
対
象
者
が
異
な
る
が
、
授
業
の
効
果
が
生
徒

の
意
識
の
変
容
と
し
て
表
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
で
あ

対
象 

第
二
学
年
（
百
十
九
名
） 

実
施
時
期 

平
成
二
十
七
年
十
月 

質
問
１ 

補
助
教
材
を
用
い
る
こ
と
で
、
教
材
の
文
章
の
理
解
や
考
え
が
深
ま
り
ま

し
た
か
。 

① 

と
て
も
深
ま
っ
た 

 
 
 
 

26
名 

② 

深
ま
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

63
名 

③ 

あ
ま
り
深
ま
ら
な
か
っ
た 

 

27
名 

④ 

ま
っ
た
く
深
ま
ら
な
か
っ
た 

3
名 

質
問
２ 

授
業
の
後
、
自
分
で
も
授
業
に
関
連
し
た
も
の
を
読
み
た
い
と
思
い
ま
す

か
。 

 

① 

と
て
も
思
う 

 
 

3
名 

 

② 

思
う 

 
 
 
 
 
 

35
名 

③ 

あ
ま
り
思
わ
な
い 

62
名 

 

④ 

ま
っ
た
く
思
わ
な
い 

19
名 

質
問
３ 

授
業
を
通
し
て
、
以
前
よ
り
読
む
力
が
向
上
し
た
と
思
い
ま
す
か
。 

① 

と
て
も
向
上
し
た 

 
 
 
 

10
名 

② 

向
上
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

72
名 

③ 

あ
ま
り
向
上
し
な
か
っ
た 

 

35
名 

④ 

ま
っ
た
く
向
上
し
な
か
っ
た 

2
名 

① 

「
ブ
ー
ボ
ー
と
マ
ン
マ
の
記
号
論
」
を
や
っ
た
時
は
理
解
で
き
て
い
な
い
所
が
少
し
あ
た
け
ど
、

そ
の
後
に
様
々
な
文
章
を
読
ん
で
理
解
で
き
た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
。 

② 

教
科
書
の
内
容
だ
け
だ
と
自
分
に
は
難
し
く
て
、
も
や
っ
と
し
て
た
け
ど
、
補
助
教
材
が
あ
る

こ
と
で
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
、
内
容
を
理
解
で
き
た
。
あ
と
、
ふ
つ
う
に
人
虎
伝
が
お

も
し
ろ
く
て
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
興
味
が
わ
い
た
。 

③ 

「
山
月
記
」
の
授
業
で
、
最
初
は
話
の
内
容
が
ま
っ
た
く
読
め
な
か
っ
た
け
ど
、
授
業
を
し
て

い
く
う
ち
に
面
白
い
話
だ
と
思
っ
た
し
、
「
人
虎
伝
」
を
読
ん
で
、
も
っ
と
深
ま
り
、
理
解
が

で
き
ま
し
た
。 

④ 

理
解
し
た
う
え
で
、
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
作
者
の
考
え
や
、
思
い
が
よ
り
強
く
感
じ
た
。 

⑤ 

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
思
い
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
理
解
が
深
ま
っ
た
。 

⑥ 

自
分
で
納
得
す
る
こ
と
が
増
え
た
。 

⑦ 

楽
し
い
授
業
で
な
い
と
、
理
解
や
考
え
を
深
め
よ
う
と
思
わ
な
い
の
で
、
こ
こ
ま
で
深
く
考
え

ら
れ
た
こ
と
は
自
分
の
中
で
進
歩
だ
と
思
う
。
補
助
教
材
の
前
の
ふ
つ
う
の
授
業
が
面
白
い
か

ら
こ
そ
学
力
が
向
上
し
た
。 

⑧ 

班
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
内
容
を
深
め
て
い
け
て
楽
し
か
っ
た
。 

⑨ 

班
ご
と
に
違
う
文
章
を
読
み
、
発
表
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た
。 

文
章
（
教
材
）
と
そ
の
文
章
に
関
連
す
る
他
の
文
章
や
資
料
等
（
補
助
教
材
）
を

読
ん
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
章
（
教
材
）
を
読
み
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。 
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る
。 

 
 

質
問
１
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
七
十
五
％
で
あ
っ
た
。
授
業
を
経
て
、
教
材
の
文

章
の
読
み
が
深
ま
っ
た
と
多
く
の
生
徒
が
実
感
し
て
い
る
。 

 
 

質
問
３
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
六
十
九
％
で
あ
っ
た
。
多
く
の
生
徒
が
、
授
業
後

に
読
む
力
が
向
上
し
た
と
感
じ
て
い
る
。 

 
 

次
に
、
自
由
記
述
【
資
料
14
】
か
ら
考
察
を
す
る
。「『
ブ
ー
ボ
ー
』
と
『
マ
ン
マ
』

の
記
号
論
」
に
つ
い
て
、
「
そ
の
後
に
様
々
な
文
章
を
読
ん
で
理
解
で
き
た
部
分
が
あ

っ
た
」
（
①
）
と
あ
り
、
補
助
教
材
を
用
い
て
読
み
取
っ
た
こ
と
が
教
材
の
理
解
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
②
は
「
山
月
記
」
に
関
す
る
感
想
で
あ
る
が
、
小
説

を
教
材
と
し
た
場
合
で
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
効
果
を
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
に
も
興
味
が
わ
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と

も
で
き
た
。 

③
④
の
感
想
は
、
本
研
究
の
ね
ら
い
を
達
成
し
た
も
の
と
い
え
る
。
補
助
教
材
の
活

用
に
よ
っ
て
「
も
っ
と
深
ま
り
、
理
解
が
で
き
ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
文
章
の
読
み

が
補
助
教
材
に
よ
っ
て
一
層
深
ま
っ
た
生
徒
や
、
「
作
者
の
考
え
や
、
思
い
が
よ
り
強

く
感
じ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
書
き
手
の
創
作
意
図
ま
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
感
想
①
②
③
④
か
ら
、
本
研
究
の
授
業
実
践

を
通
し
て
、
補
助
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
文
章
に
つ
い
て
の
理
解
や
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

⑤
で
は
「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
思
い
つ
け
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と
あ
り
、
⑥
で
は
「
自

分
で
納
得
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
生
徒
の
受
動

的
な
授
業
態
度
の
改
善
が
見
て
と
れ
る
。
補
助
教
材
を
用
い
て
主
体
的
に
読
む
活
動
が

自
ら
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

⑦
で
は
「
こ
こ
ま
で
深
く
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
自
分
の
中
で
進
歩
だ
と
思
う
」
と
あ

り
、
生
徒
が
自
分
自
身
の
確
か
な
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。
こ
の
授
業
が
達
成
感
や
成

功
体
験
と
し
て
生
徒
に
残
っ
て
お
り
、
今
後
の
学
習
の
取
組
に
も
期
待
が
持
て
る
。
ま

た
、
「
補
助
教
材
の
前
の
ふ
つ
う
の
授
業
が
面
白
い
か
ら
こ
そ
学
力
が
向
上
し
た
」
と

あ
る
。
補
助
教
材
を
活
用
す
る
授
業
に
お
い
て
は
、
基
本
的
な
読
み
取
り
や
理
解
が
基

盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
同
時
に
分
か
っ
た
。
た
だ
補
助
教
材
を
使
え
ば
そ
れ
で
良
い

の
で
は
な
く
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底
と
、
毎
時
の
授
業
の
更
な
る
向
上
、
工
夫
、
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

⑧
⑨
は
、
班
に
分
か
れ
て
の
学
習
活
動
が
楽
し
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
生
徒
同
士

で
の
様
々
な
意
見
交
換
や
学
び
合
い
が
、
学
習
の
動
機
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
学
習
目

標
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
班
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
更
に
効
果

的
な
授
業
の
工
夫
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
生
徒
は
補
助
教
材
を
読
ん
だ
こ
と
が
主
体
的
に
文
章
を
読
み
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
各
実
践
で
は
生
徒
の
読
み

の
深
ま
り
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本
研
究
の
仮
説
は
有
効
で
あ
る
と
判
断
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
２
【
資
料
13
】
で
は
、
否
定
的
な
回
答
が
六
十

八
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
研
究
当
初
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
も
否
定
的
回

答
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は
異
な
る
が
、
読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
は
改
善
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
授
業
実
践
で
は
、
授
業
で
の
学
習
を
中

心
に
研
究
し
、
読
む
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
検
証
し
た
が
、
生
徒
の

読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
授
業
実
践
の
継
続
や
別
の
指
導
の
在
り
方

が
模
索
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
一
定
数
の
生
徒
に
読
む
こ
と
に
対

す
る
意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
、
ま
た
「
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
興
味
が
わ
い
た
」（【
資

料
14
】
②
）
と
あ
る
よ
う
に
、
読
書
に
つ
な
が
る
よ
う
な
興
味
を
抱
く
生
徒
が
い
る

こ
と
は
、
こ
の
授
業
実
践
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
本
研
究
で
得
た
授

業
実
践
の
課
題
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。 

 

七 

お
わ
り
に 

 

生
徒
に
自
ら
読
み
を
深
め
さ
せ
、
発
展
的
な
学
び
を
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
、
本

研
究
の
出
発
点
で
あ
る
。
実
践
当
初
は
補
助
教
材
を
配
る
と
、
生
徒
は
こ
れ
以
上
勉
強

し
た
く
な
い
と
い
う
様
子
を
見
せ
て
い
た
が
、
根
気
強
く
、
そ
し
て
学
習
目
標
を
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
授
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
徐
々
に
生
徒
も
積
極
的
に
授
業
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
補
助
教
材
を
配
付
す
る
と
食
い
入
る
よ
う
に
読
み
始
め

る
姿
や
、
深
く
学
べ
た
と
い
う
生
徒
の
感
想
が
何
よ
り
の
励
み
で
あ
っ
た
。
授
業
者
の

働
き
か
け
で
生
徒
が
伸
び
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
御
指
導

と
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
指
導
主
事
、
教
科
指
導
員
の
先
生
方
、
そ
し
て
勤
務
校
の
先

生
方
と
生
徒
の
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
て
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 


